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るととろ により，所定の単位を修得し， 学位論 文の審査
及び最終試験に合格した者に行なう 。
（学 位 論 文）
第4条 学位論 文は， 研究科長を経て学長に提出するもの
とする。
第5条 学位論 文は， ー編限りとする。 ただし， 参考とし
て他の論 文を添える乙とができ る。




第6 条 第 4 条の規定lとより提出された学位論 文の受理に
ついては， 研究科委員会の議を経て学長が 乙 れ を 決す
る。
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第 1 条 乙の規則は，学位規則（昭和28年文部省令第9号〉








教授のうちから 3名 の審査委員を選出し， 当該論 文の審
査を委嘱する。 ただい 必要があるとき は， 研究科の他
の教官を審査委員に選ぶζとができ る。
（論 文の審査及び試験〉
第8 条 第 6条第 l項の規定により受理した学位論 文につ
いては， 審査及び試験を行なう 。









2. 前項の議決をするには，出席委員の 3分の 2 以上の賛
成を必要とする。
（研究科長の報告〉




第12条 学長は， 前条の報告に基づき ，大学院委員会の議
を経て学位の授与について決定する。
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乙の規程〈改正） は， 昭和 40年1月 22日 から実施し， 次
の各号のとおり適用する。
(1） 第1 項の規定は， 昭和39 年 4月 1 日 から適用する。












第14条 学位を授与された者が， その名 誉を汚辱する行為
があったとき ， 又は不正の方法により学位の授与を受け












乙の規則は． 昭和 40年1月 22日 から施行し，




































富山大学教育 学部規程 （昭和 27 年 4月1 8 日 制定〉の一部
を次のように改正する。




「「 l デ ザ イ ン i 《 i I • 1 • i , I ｜ デザイ ！ __ s:主＿＿＿@L i＿ニし＿1＿：＿」：＿1 ＿二し－
1 ン ｜ 色 彩 学 ！ 2 I I 1 i 1 I 1 I 







昭和40年 1 月22 臼
富山大学長 横田 嘉右衛門
富山大学薬学部規則
宮山大学薬学部規程（昭和2 5年 9 月2 0 日制定〉 の全部を
昭和40 年 1月
分け，合格をさらに優，良及び可の3種の評語に区分する。






員等」という。〉 に余裕があるとき は， 選考の上， 他の
改正する。 ! 学都からの転部を許可する乙とができ る。
第l章 学科， 専攻及び授業科目 I 2. 転部の時 期は， 一般 教育課程が終了したとき とする。
第 I 条 富山大学薬学部（以下 「本学部」という。） lζ薬 ！ 第15条 転部を許可された者ば， 本学部の専門教育課程に
学科を置く。 I ついて 2 年 6カ月 以上履修しなければならない。
2 .  薬学科には， 専攻種別lとより薬学コース及び製薬コー ｜ 第16条 転部希望者の選考は， 学部教授会において行なう
スを置 く。 ｜ 第17条 本学部の学生の定員等に余裕があるとき は， 選考
第 2条 授業科目は， 一般 教育科目， 外国語科目． 保健体 ｜ の上． 他の大学からの転入学並びに編入学を許可すると
育科目及び専門教育科目とする。
第3 条 在学期間は 4カ年以上とし， 1年を2 学期に分け
各 学期の期 間は15週以上とする。
2 .  一般 教育科目の履修期間は前期3学期， 専門教育科目
の履修期間は後期 5学期とする。
3. 外国語科目及び保健体育科目は， 前期 3学期において
履修する乙とを原則とする。
第4条 各 授業科目は， 必修科目及び選択科目に分ける。
2 .  本学部学生の履修すべき 授業科目及び単位数は， 別表
のとおりとす忍。
第5条 教授上必要あるとき は， 所 定の授業科目以外の講
義又は実習を課するととができ る。
第2章 履修方法
第6 条 一般 教育科目， 外国語科目及び保健体育科目の履
修方法は， 別に定めるととろ による。
第7条 授業科目の単位数は，原則として次の基準による。
(1) 講議は毎週 1 時 間 15週をもって 1 単位とする。
(2) 演習は． 毎週2 時 間15週をもって 1 単位とする。
(3） 実験文は実習は， 毎週 3時 間 15週をもって 1単位と
する。
第8 条 専門教育科目のうち特別研究は， いずれかの講座
lζ所属して行なわなければならない。
第，条 学生は在学期間を通じ， 一般 教育科目， 外国語科
目及び保健体育科目については 63単位以上， 専門教育
科目については薬学コース又は製薬コースのいずれかに
おいて8 4単位以上， 合計 147単位以上を履修取得しなけ
ればならない。
第3章 試験及び課程の修了認定
第1 0条 所 定の単位を履修した者には， 試験を行なう。
2 .  試験を分けて科目試験及び論文審査とする。
3. 試験の時期及び細自については， 別に定めるととろ に
よる。
第1 I'条 科目試験及び論 文審査の成績は， 合格と不合格lζ
とができ る。
2 .  転入学及び編入学希望者に関しては， 原則として本章
第14条第2 項， 第15条及び第16条の規定を準用する。




等lと余裕があるとき は， 選考の上． 許可するととができ
る。
2 .  聴講生として入学を希望する者は， 聴講希望科目及び
単位数並びに聴講期間を記した所 定の聴講願に． 次の書
















2 .  前項の規定によって試験に合格した者には， 本人の希
望により単位取得証明書を交付する乙とができ る。
附 則
1 .  ζ の規則は， 昭和40年1 月 22 日から施行し， 昭和 39 年
10 月 1 日から適用する。 ただし， 昭和39年度4年次学生
については附表的， 昭和39年度 3年次学生については附
表（ロ）の定めるととろ による。









保健 体 育 科目
専門教育科目
系 ヂリ
人 文 科 学 系 列
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主 要 専 門 科 目 ！薬学 コー ス｜製薬 コース
薬 化 学 I I 器 t� 引8 l=tl 8 I � 薬 化 学 実 習 2 
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期］ l主i薬 剤 剤 件寸4� 実
薬剤製 造学実習
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位単位以上以上。 物理 〈学各実，験化学1 及単位び生を
各8単位以上
各 2単位以上
選 択 科 目 ｜築学コ戸川製薬コィ機 器 化 主学 1 1 
推 E計亭衛
芥 1.5 1.5 有 機イ 1 1 
工 場 生論 0.5 0. 5 品質 管 理 1 � 薬 学 文献学 1 1 薬 学
許
史 1 1 特 法 0.5 o. 5 化 学療法制 0.5 0.5 細 胞 化 学学 1 1 病熊生化 ふ1 1 抗 生物質学※1薬品合成化百学 lI ※ 3 食 品 生※0.5薬局管 理 論 1 臨床医学 総論 1 応 用用数 学 2 応 物 理 学学 2 薬薬剤業
製 造 1. 5 
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物 理 学 ［ , I! （〕薬 局 方 概 論 1 1 薬 品 試 験 法矧 1 薬 事 衛 生 子t 1 l 
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交 通 論 I I 4 
商 品 学 I I 4 












工業化学概 論 I I 4 
図 学 I I 4 
外 国経営 学 ｜ I , 























































附 則 （昭和39年12月17 日 改正〕
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1 月1 9 日（火）午後1 時 間講式
グ 26 日（火〕 ij 5時 間講式































小 体 育 館
本部， 文理， 教育 ， 薬， 工および経済・図書











現 官 職 ｜弘�
（自 都 大 草） ｜
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1月 5日 文 学 科（史学 専攻）同窓生懇談会
20日 教 授 会
。 学 部真率会総会
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